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反応動力学研究は、化学反応の素過程を分子の核運動レベルで解明することを目標として

























C3H5Iが近紫外領域にもつ 270 nmと 200 nmをピークとする 2つの分離した吸収帯は、それ
ぞれ 2つの発色団（C–I結合、C=C結合）の局所的な光励起として帰属されている。発色団の
位置と励起後の C–I結合解裂ダイナミクスの関係を解明するために、各吸収帯に位置する 266 
nm と 213 nm の波長のレーザー光を解離光として用いて、C3H5I の光解離実験を行った。266 















NO(X 2Π, A 2Σ+)、O原子）の内部状態を選別した散乱分布画像観測を行った。観測画像を解析
した結果、以下に示す解離経路の競合した反応が進行することが示唆された。 
(1) CH3NO2 + h → CH3 + NO2(1 2B2), (2) CH3NO2 + h → CH3O + NO(X 2), 
(3) CH3NO2 + h → CH3NO + O(3P) 
partially





い O–N 結合の直接解離が進行する。この S0→S2光解離ダイナミクスの詳細を明らかにするた
めに、全生成物（CH3O、NO）の内部状態分布観測と NOの内部状態を選別した散乱分布画像
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図 2. 266 nm、213 nm光解離で生成した I 原子の
内部状態を選別した散乱分布画像 
図 3. 213 nm光解離生成 NO(v = 0-1)の[1+1] REMPIスペクトル 
